
平成30年度 認知症地域支援推進員
活動報告書

（能勢町）



Ⅰ 認知症への理解を深めるための普及・啓発

・認知症サポーター養成講座を実施。（平成３１年２月末までに８回実施）

・民生委員、小学生、郵便局員、介護事業者連絡会等で実施している。

能勢小学校（ささゆり学園）４年生 介護事業者連絡会
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Ⅱ 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の連携

・認知症ケアパスの活用
認知症と疑われる症状が発生したときや認知症の人を支える場合、いつ、どこで、どのような支援を受ければい
いか理解できるよう「認知症ケアパス」を作成し、適切な対応が継続的に可能となるよう、支援を行う関係機関や
住民に提供を行なっています。
・平成３０年度配布実績
医療機関、介護保険事業所、いきいき百歳体操実施会場、各種会議・研修会場等
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Ⅲ 若年性認知症の人やその家族への支援

・平成３１年２月２８日（木）に若年性認知症当事者の講演会を開催している。
・若年性認知症の当事者や家族が住み慣れた地域でその人らしく生活が続けられるように、若年性認知症の当
事 者の思いを聞く事で、認知症に対する理解を深め、適切に寄り添って支援が行えるよう、講演会を開催してい
る。
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Ⅴ 認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくり

・認知症高齢者等SOSネットワーク模擬訓練を実施。
・認知症高齢者等SOSネットワークとは、認知症の方が行方不明になった場合に、地域の支援を得て早期に発見で
きるよう関係機関等の支援体制を構築し、認知症高齢者等の生命・身の安全とその家族等への支援を図ること
を目的としている。
・実際に認知症行方不明者が発生した場合に、スムーズに声かけを行い早期発見につながるように模擬訓練を実
施している

・模擬訓練の様子
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Ⅵ 会議や研修等の実施及び参画

・高齢者の集いの場である「いきいき百歳体操」のお世話役の方に対するフォローアップ教室において、認知症予
防についての研修を行なう。

・フォローアップ教室の様子
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